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特殊車両：一般的制限値を超える車両 or 構造が特殊な車両
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特殊車両通行許可制度に関わる諸課題



昭和46年4月15日 改正道路法＜第47条の２＞

4

道路管理者は、車両の構造又は車両に積載する貨物が特殊であるためやむを得
ないと認めるときは、前条第二項の規定又は同条第三項の規定による禁止若し
くは制限にかかわらず、当該車両を通行させようとする者の申請に基づいて、
通行経路、通行時間等について、道路の構造を保全し、又は交通の危険を防止
するため必要な条件を付して、同条第一項の政令で定める最高限度又は同条第
三項に規定する限度を超える車両（以下「限度超過車両」という。）の通行を
許可することができる。

特殊車両通行許可制度に関わる諸課題



審査日数の推移
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特殊車両通行許可制度に関わる諸課題

※ 社会資本整備審議会 道路分科会 第89回基本政策部会（2026年4月16日） 資料より



特殊車両通行許可制度に関わる諸課題
特殊車両通行確認制度
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http://shiomi.rits-ese.jp/wp-content/uploads/2023/11/doro.pdf

通行可否判定・申請手
続きの迅速化

道路情報便覧情報の
生成・更新の迅速化



研究目的

総論：特車通行制度のDXによる官民協働の可能性検討

テーマ1：道路情報便覧情報の生成・更新のDX
1-1：交差点における特車の折進条件判定の効率化技術の開発
1-2：ファースト・ラストマイルにおける道路情報便覧収録技術の

開発

テーマ2：通行可否判定・申請手続きのDX
2-1：個別審査経路における通行許可実績を活用した通行条件判定

技術の開発
2-2：民間情報を活用した連結検討・特車通行申請の効率化技術の

開発
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従来の折進条件判定手法

道路台帳 + トレースペーパー

電子データ収集支援ツール

https://lg47web.tokusya.ktr.mlit.go.jp/binrangis/main.php

電子データ収車両走行軌跡作図
システム「APS-K」/(株)MTC



提案する折進条件判定システムの概要
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Step 1：地図上から対象交差点を選択 Step 2：AI画像処理により区画線
など走行を規定する地物を抽出

Step 3：流入・流出路を指定し
シミュレーションの実行

Step 4：折進条件の判断

B



走行を阻害する地物の抽出
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• 国際航業 5cm解像度オルソ航空写真を活用
• ImageNetで学習済みモデルをベースとして，400地点の交差点画像を
追加学習

ImageNet学習済みのSegFormerB5
をファインチューニング

11種類の地物を識別
背景 車道 歩道 区画線 中央分離帯

その他白線 自動車 ゼブラ 停止線 横断歩道

オクルージョン

セグメンテーション結果から
折進上の障害物を抽出



Hybrid A* Path Planningモデルによるセミトレーラの
折進シミュレーション
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• 交差点のセグメンテーション画像から通行の障害となる地物を抽出
• 起点の位置と方向，終点の位置と方向を指定し，起点・終点間の経路を
探索
非ホロノミック拘束をもつ車両を対象
としたHybrid A*アルゴリズムによる
2次元空間内の起終点間経路探索

トラクタ・トレーラシステムの拘束条件，
障害物探索への拡張

𝑥𝑥𝑡𝑡+1 = 𝑥𝑥𝑡𝑡 + 𝑣𝑣Δ𝑡𝑡 cos 𝜃𝜃0,𝑡𝑡 

𝑦𝑦𝑡𝑡+1 = 𝑦𝑦𝑡𝑡 + 𝑣𝑣Δ𝑡𝑡 sin 𝜃𝜃0,𝑡𝑡 

𝜃𝜃0,𝑡𝑡+1 = 𝜃𝜃0,𝑡𝑡 +
𝑣𝑣Δ𝑡𝑡
𝐿𝐿0

tan(𝛿𝛿𝑡𝑡)

𝜃𝜃1,𝑡𝑡+1 = 𝜃𝜃1,𝑡𝑡 +
𝑣𝑣Δ𝑡𝑡
𝐿𝐿1

sin(𝜃𝜃1,𝑡𝑡 − 𝜃𝜃0𝑡𝑡)

𝜃𝜃:  ヨー角
𝛿𝛿:  操舵角

𝜃𝜃0,𝑡𝑡

𝜃𝜃1,𝑡𝑡

𝛿𝛿𝑡𝑡

𝐿𝐿0

𝐿𝐿1

(𝑥𝑥𝑡𝑡, 𝑦𝑦𝑡𝑡)
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
画像選択
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
交差点の切り出し
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
交差点の切り出し



16

折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
交差点の切り出し
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
交差点地物の抽出
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
折進条件判定
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
折進条件判定：起点終点の指定
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
折進条件判定：車両サイズ他の特定
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
折進条件判定：経路探索



22

折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
折進条件判定：経路探索失敗の場合
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折進判定ツールとしてのパッケージ化（試作版）
折進条件判定：経路探索失敗の場合
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今後の取り組み
 構築したシステムのPoC

 判定結果の妥当性検証
• 軌跡作図ツールとの整合性
• 情報便覧登録情報との整合性
• 担当者判断との整合性

 多様な車種への拡張
• ダブル連結車両
• 超寸法車量

 汎用性の高い地図情報の
 利用可能性

国際航業(株) 
高解像度オルソ画像の整備範囲

(株)ゼンリン 
Mobility based Network



研究プロジェクトの全体像

申請者 システム 協議 通行許可

便覧

許可制度

確認制度

1-1 
交差点折進
条件判定DX

1-2 
末端道路
情報生成DX

2-1 
許可実績
活用DX

2-2 
車両情報

統合・入力DX

1-1 
交差点折進
条件判定DX
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プロジェクト工程表



参考資料
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空中写真セグメンテーションの課題
• 上部構造物の存在に対する脆弱性
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• 草津市内62交差点，255パターンの折進条件を判定
• 国交省「特殊車両通行許可に関する電子データ収集支援ツール」を用いた
判定結果との比較

電子データ収集
支援ツール

電子データ収集支援ツール

B C ×

提案方法
B 59 17 0
C 3 60 5

× 5 17 89

車両分類I（車長15m）

車両分類0（車長18m）
電子データ収集支援ツール

B C ×

提案手法
B 25 11 7
C 1 26 23

× 1 6 155

正解率 80.8%
危険側誤判定率 16.1％

安全側誤判定率 3.1％

正解率 81.5%
危険側誤判定率 8.6％

安全側誤判定率 9.8％

Hybrid A* Path Planningモデルによるセミトレーラの
折進シミュレーション
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軌跡のシミュレーション精度

トラクタ右前位置 トレーラ右前位置

上鈎(北⇒東) トラクター部軌跡 トレーラー部軌跡

平均Pearson相関係数 0.959 0.974

平均余弦類似度 0.999 0.998

平均角度差 5.31 10.36
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軌跡のシミュレーション精度

単車右前輪

上鈎(北⇒東) 前輪 後輪

平均Pearson相関係数 0.993 0.973

平均余弦類似度 0.996 0.989

平均角度差 6.62 9.60

単車右後輪
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